
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
五
条
の
二
第
三
項
第
五
号
」
を
「
第
五
条
の
二
第
三
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
の

三
中
「
練
習
射
撃
指
導
員
（
」
の
下
に
「
以
下
こ
の
号
及
び
」
を
加
え
、
「
こ
の
号
及
び
第
三
条
の
三
第
一
項
第
八
号
」
を
「

こ
の
号
、
第
三
条
の
三
第
一
項
第
八
号
及
び
第
九
条
の
九
第
一
項
第
二
号
」
に
、
「
第
四
号
の
五
及
び
第
三
条
の
三
第
一
項
第

八
号
」
を
「
以
下
こ
の
号
、
第
四
号
の
五
、
第
三
条
の
三
第
一
項
第
八
号
、
第
九
条
の
八
第
三
項
、
第
九
条
の
九
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
第
九
条
の
四
第
三
項
及
び
第
九
条
の
十
第
一
項
」
に
改
め
、
「
場
合
」
の
下
に
「
（
第
九
条
の
十
五
第
一
項
第

一
号
の
年
少
射
撃
資
格
者
（
第
四
号
の
六
、
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
、
第
五
条
の
二
第
六
項
、
第
九
条
の
九
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
第
九
条
の
四
第
三
項
、
第
九
条
の
十
第
一
項
及
び
第
九
条
の
十
一
第
三
項
に
お
い
て
「
年
少
射
撃
資
格
者
」
と

い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
第
九
条
の
十
一
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
名
を
受
け
た
練
習
射
撃
指
導
員
の
指
導
の
下
に
当
該
射
撃

練
習
を
行
う
た
め
、
当
該
練
習
射
撃
指
導
員
の
監
督
を
受
け
て
練
習
用
備
付
け
銃
を
所
持
す
る
場
合
）
」
を
加
え
、
同
項
第
四

号
の
六
中
「
第
九
条
の
十
五
第
一
項
第
一
号
の
年
少
射
撃
資
格
者
（
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
及
び
第
五
条
の
二
第
六
項
に

お
い
て
「
年
少
射
撃
資
格
者
」
と
い
う
。
）
」
を
「
年
少
射
撃
資
格
者
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
け
ん
銃
」
を
「
拳
銃
」



に
改
め
る
。

第
五
条
の
二
第
三
項
第
一
号
中
「
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
所
持
し
よ
う
と
す
る
種
類
の
猟
銃

」
を
「
許
可
済
猟
銃
（
所
持
し
よ
う
と
す
る
種
類
の
猟
銃
で
あ
つ
て
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た

も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
、
「
当
該
猟
銃
」
を
「
当
該
許
可
済
猟
銃
」
に
、
「
次
号
」

を
「
同
号
及
び
第
三
号
」
に
、
「
当
該
種
類
の
猟
銃
」
を
「
当
該
許
可
済
猟
銃
」
に
改
め
、
同
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、

第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
に
よ
り
許
可
済
猟
銃
を
亡
失
し
、
又
は
許
可
済
猟
銃
が
滅
失
し
た
者
で
、
第
八

条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
当
該
許
可
済
猟
銃
の
所
持
の
許
可
が
効
力
を
失
つ
た
日
（
当
該
災
害
に
起
因
す
る
や
む

を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

つ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
情
が
や
ん
だ
日
）
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
な
い
も
の
（
当
該
許
可
済
猟
銃
に
係
る

技
能
講
習
修
了
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）

第
五
条
の
二
第
五
項
中
「
第
三
項
第
二
号
」
の
下
に
「
又
は
第
三
号
」
を
加
え
、
「
第
八
条
第
一
項
第
八
号
」
を
「
第
八
条

第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
八
号
」
に
改
め
、
「
前
項
第
二
号
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
号
」
を
加
え
る
。



第
九
条
の
八
第
三
項
中
「
第
九
条
の
十
一
第
二
項
の
」
を
削
る
。

第
九
条
の
九
第
一
項
中
「
猟
銃
」
の
下
に
「
又
は
空
気
銃
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
次
条
第
一
項
の
」
を
削
り
、
同
条

第
二
項
中
「
、
「
練
習
射
撃
場
」
を
「
「
練
習
射
撃
場
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命

令
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
、
又
は
第

九
条
の
十
一
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
名
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
当
該
指
名
に
係
る
年
少
射
撃
資
格
者
が
当
該
練
習
射
撃
指

導
員
の
監
督
に
従
わ
な
い
で
練
習
用
備
付
け
銃
を
所
持
し
た
と
き
（
当
該
練
習
射
撃
指
導
員
が
年
少
射
撃
資
格
者
の
し
た
当
該

行
為
を
防
止
す
る
た
め
に
相
当
の
注
意
を
怠
ら
な
か
つ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
と
き
を
除
く
。
）
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
十
第
一
項
中
「
受
け
た
者
又
は
」
を
「
受
け
た
者
若
し
く
は
」
に
、
「
第
五
条
の
二
第
三
項
第
三
号
又
は
第
四
号

」
を
「
第
五
条
の
二
第
三
項
第
四
号
又
は
第
五
号
」
に
改
め
、
「
お
い
て
同
じ
。
）
」
の
下
に
「
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の

規
定
に
よ
る
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者
若
し
く
は
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
第
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
四
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
拳
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者
若
し
く

は
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
同
号
の
規
定
に
よ
り
推
薦
さ
れ
た
者
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
年
少
射
撃
資
格
者
」

を
加
え
、
「
次
条
第
二
項
の
」
を
削
り
、
「
行
う
猟
銃
」
の
下
に
「
又
は
空
気
銃
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
受
け
よ
う
と



す
る
者
」
の
下
に
「
、
同
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
同
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る

空
気
拳
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
」
を
、
「
す
る
猟
銃
」
の
下
に
「
又
は
空
気
銃
」
を
加
え
、
「
第
五
条
の
四

第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の

各
号
を
加
え
る
。

一

第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

第
五
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書

に
規
定
す
る
者

二

第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

第
五
条
（
第
二
項
か
ら
第
四

項
ま
で
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
許
可
の
基
準
に
適
合
し
な
い
た
め
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る

空
気
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
る
資
格
を
有
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者

三

第
四
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
拳
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

第
五
条
の
許
可
の
基
準
に

適
合
し
な
い
た
め
同
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
拳
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
る
資
格
を
有
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者

第
九
条
の
十
第
三
項
中
「
教
習
資
格
認
定
証
」
と
あ
る
の
は
、
」
を
「
第
五
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
者
」
と

あ
る
の
は
「
第
九
条
の
十
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
」
と
、
「
教
習
資
格
認
定
証
」
と



あ
る
の
は
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
十
一
第
一
項
中
「
猟
銃
」
の
下
に
「
又
は
空
気
銃
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
猟
銃
」
の
下
に
「
又
は
空
気
銃

」
を
加
え
、
「
又
は
第
九
条
の
十
第
二
項
の
練
習
資
格
認
定
証
」
を
「
、
第
九
条
の
十
第
二
項
の
練
習
資
格
認
定
証
又
は
第
九

条
の
十
三
第
二
項
の
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

練
習
射
撃
場
を
管
理
す
る
者
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
射
撃
練
習
を
行
お
う
と
す
る
年
少
射
撃
資
格
者

に
対
し
練
習
用
備
付
け
銃
に
よ
る
射
撃
の
指
導
を
行
う
者
を
、
当
該
練
習
射
撃
場
に
お
い
て
選
任
さ
れ
て
い
る
練
習
射
撃
指

導
員
の
う
ち
か
ら
指
名
し
た
場
合
で
な
け
れ
ば
、
当
該
年
少
射
撃
資
格
者
に
当
該
練
習
用
備
付
け
銃
を
使
用
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
。

第
九
条
の
十
二
第
一
項
第
五
号
中
「
又
は
前
条
第
二
項
」
を
「
、
前
条
第
二
項
」
に
改
め
、
「
第
五
項
の
規
定
」
の
下
に
「

又
は
前
条
第
三
項
の
規
定
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
除
く
。
）
」
及
び
「
提
出
さ
れ
た
猟
銃
」
の
下
に
「
又
は
空
気
銃
」

を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
よ
り
猟
銃
」
の
下
に
「
又
は
空
気
銃
」
を
、
「
か
ら
当
該
猟
銃
」
の
下
に
「
若
し
く
は
空
気
銃
」

を
、
「
、
当
該
猟
銃
」
の
下
に
「
又
は
空
気
銃
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
猟
銃
」
の
下
に
「
又
は
空
気
銃
」
を
加
え
、
「

第
九
条
の
十
二
第
三
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。



第
九
条
の
十
三
第
一
項
中
「
十
四
歳
」
を
「
十
歳
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
十
五
第
一
項
第
三
号
中
「
十
八
歳
」
を
「
十
九
歳
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め

る
。第

二
十
七
条
の
二
第
二
項
中
「
若
し
く
は
第
九
条
の
七
第
二
項
」
を
「
第
九
条
の
七
第
二
項
」
に
改
め
、
「
保
管
し
て
い
る

か
ど
う
か
、
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
九
条
の
十
一
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
名
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
」
を
加
え
る
。

第
三
十
五
条
第
二
号
中
「
第
九
条
の
十
一
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
の
下
に
「
、
第
九
条
の
十
一
第

三
項
」
を
加
え
、
同
条
第
四
号
中
「
け
ん
銃
部
品
」
を
「
拳
銃
部
品
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
第
三
条
第
一
項
第
四
号
の
改
正
規
定
、
第
五
条
の
二
第
三
項
及
び
第
五
項
の
改
正
規
定
並
び
に
第
九
条
の
十
第
一
項
の

改
正
規
定
（
「
第
五
条
の
二
第
三
項
第
三
号
又
は
第
四
号
」
を
「
第
五
条
の
二
第
三
項
第
四
号
又
は
第
五
号
」
に
改
め
る
部

分
に
限
る
。
）
並
び
に
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



（
経
過
措
置
）

２

東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。
）
そ
の
他
多
数
の
者
が
被
害
を
受
け
た
政
令
で
定
め
る
災
害
に
よ
り
前
項
た
だ
し
書
に
規
定

す
る
改
正
規
定
の
施
行
の
日
前
に
猟
銃
を
亡
失
し
、
又
は
猟
銃
が
滅
失
し
た
者
で
、
こ
れ
ら
の
災
害
に
起
因
す
る
猟
銃
の
所

持
を
妨
げ
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
や
ん
だ
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
（
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
の
二
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
と
し
て
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）
を
受
け
た
も
の

に
つ
い
て
の
新
法
第
五
条
の
二
第
四
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
継
続
し
て
十
年
以
上
第
四
条
第
一

項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
八
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
許
可
が
効
力
を
失
つ
た
日
前
に
お
い
て
継
続
し
て
第

四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
て
い
た
期
間
と
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
附
則
第
二
項
に
規
定
す
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
日
以
後
に
お

い
て
継
続
し
て
同
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
て
い
る
期
間
と
を
通
算
し
て
十
年
以
上
同
号
」
と
す
る
。

（
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）



３

鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
中
「
当
該
猟
銃
」
を
「
当
該
許
可
済
猟
銃
」
に
、
「
次
号
」
を
「
同
号
及
び
第
三
号
」
に
、
「
種
類
の
猟
銃

に
」
を
「
許
可
済
猟
銃
に
」
に
改
め
、
「
同
項
第
二
号
」
の
下
に
「
中
「
経
過
し
な
い
も
の
（
当
該
許
可
済
猟
銃
に
係
る
技

能
講
習
修
了
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）
」

と
あ
り
、
及
び
同
項
第
三
号
」
を
加
え
る
。



理

由

国
際
的
な
規
模
で
開
催
さ
れ
る
運
動
競
技
会
の
空
気
銃
射
撃
競
技
に
参
加
す
る
選
手
等
の
競
技
技
術
の
向
上
に
資
す
る
等
の

た
め
、
年
少
射
撃
資
格
者
の
年
齢
の
要
件
を
緩
和
す
る
ほ
か
、
空
気
銃
に
係
る
練
習
射
撃
場
に
お
い
て
射
撃
練
習
を
行
う
場
合

の
手
続
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


